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no.11� リュウグウ 砂に生命の源  

1 	「はやぶさ２」が持ち帰った砂や石から今回、発見された物質を２つ書きましょう。

3 	２つの記事からわかることとして、最も適
て き

切
せ つ

なものを選びましょう。

① 地球を特
と く

徴
ちょう

づける物質が、隕石によってもたらされた可能性が高まったということ。
② 地球は、リュウグウと同じように大型の母天体が分裂した可能性が高まったということ。
③ 日本の研究チームの分析は時間がかかり過

す

ぎ、技
ぎ

術
じゅつ

不足の可能性が高まったということ。
④ 地球の生き物や海の起源はリュウグウだと、はやぶさ２によってわかったということ。

2 	次の文章のうち、正しいものには○、誤
あやま

っているものには×、記事からはわからないものには△を書き
ましょう。

（
２
０
２
2
年
6
月
7
日  

読
売
新
聞
朝
刊
よ
り
）

（
２
０
２
2
年
6
月
11
日  

読
売
新
聞
朝
刊
よ
り
）

① リュウグウの重さは５・４グラムである。	 （　 　）	
② リュウグウのような小惑星には必ず海がある。	 （　 　）	
③ はやぶさ２は１年以上前にリュウグウから帰ってきた。	 （　 　）	
④ 今回みつかったアミノ酸は、地球で混入した可能性が高い。	（　 　）	

と

　

小
惑
星
探
査
機
「
は
や
ぶ
さ

２
」
が
２
０
２
０
年
12
月
に
リ

ュ
ウ
グ
ウ
か
ら
持
ち
帰
っ
た
砂

や
石
を
解
析
し
た
。

　

リ
ュ
ウ
グ
ウ
は
、
よ
り
大お

お

型が
た

い
た
可
能
性
が
あ
る
。
分
裂

後
、
リ
ュ
ウ
グ
ウ
は
他
の
天
体

と
激は

げ

し
く
衝

し
ょ
う

突と
つ

し
た
り
、
１
０ 

０
度
を
超こ

え
る
高
温
に
な
っ
た

り
し
な
か
っ
た
た
め
、
初
期
の

太
陽
系
の
状
態
を
保た

も

っ
た
ま
ま

今
に
至い

た

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
と

い
う
。

　

海
の
誕
生
を
巡め

ぐ

っ
て
は
、
地

球
の
形
成
過か

程て
い

で
リ
ュ
ウ
グ
ウ

の
よ
う
な
小
惑
星
な
ど
の
隕
石

か
ら
大
量
の
水
が
も
た
ら
さ
れ

た
と
い
う
仮か

説せ
つ

が
あ
る
。

　

地
球
外
で
採さ

い

取し
ゅ

し
た
物
か
ら

直
ち
ょ
く

接せ
つ

、
ア
ミ
ノ
酸
が
見
つ
か
っ

た
の
は
初
め
て
。
地
球
に
落
下

し
た
隕
石
か
ら
ア
ミ
ノ
酸
が
見

星
の
間
を
回
る
小
惑
星
「
リ
ュ

ウ
グ
ウ
」
か
ら
計
５
・
４
㌘
の
砂

や
石
を
採
取
し
、
２
０
２
０
年

12
月
に
地
球
に
持
ち
帰
っ
た
。

日
米
の
研
究
チ
ー
ム
が
外
気
に

触ふ

れ
な
い
状

じ
ょ
う

態た
い

で
砂
や
石
の
一

部
の
解か

い

析せ
き

を
進
め
て
い
る
。

　

こ
れ
ま
で
の
解
析
で
、
少
な

く
と
も
15
種
類
の
ア
ミ
ノ
酸
が

見
つ
か
っ
て
い
る
。
帰き

還か
ん

後
に

混
入
し
た
可
能
性
は
低
い
と
い

う
。

リ
ュ
ウ
グ
ウ 

砂す

な

に
生
命
の
源み

な
も
と

　

宇う

宙
ち
ゅ
う

航こ
う

空く
う

研
究
開
発
機き

構こ
う

（
Ｊジ

ャ

ク

サ

Ａ
Ｘ
Ａ
）
の
小

し
ょ
う

惑わ
く

星せ
い

探た
ん

査さ

機き

「
は
や
ぶ
さ
２
」
が
地
球
に
持
ち
帰
っ
た

砂
や
石
を
研
究
チ
ー
ム
が
分ぶ

ん

析せ
き

し
た
結
果
、
生
物
の

た
ん
ぱ
く
質し

つ

を
つ
く
る
ア
ミ
ノ
酸さ

ん

が
見
つ
か
っ
た
。

地
球
上
の
生
命
が
誕た

ん

生
じ
ょ
う

す
る
前
、
生
命
の
源
と
な
る

物
質
が
隕い

ん

石せ
き

な
ど
で
運
ば
れ
て
地
球
に
降ふ

り
注
い
だ

と
い
う
説
を
補ほ

強
き
ょ
う

す
る
成
果
だ
。

つ
か
っ
た
こ
と
は
あ
っ
た
が
、

地
球
上
で
混こ

ん

入
に
ゅ
う

し
た
可か

能の
う

性せ
い

が

あ
る
と
さ
れ
て
い
た
。

　

は
や
ぶ
さ
２
は
、
地
球
と
火

探査機が採取海
の
起き

源げ
ん  

探さ
ぐ

る
手
が
か
り

　

北
海
道
大
や
宇
宙
航
空
研
究
開
発
機
構
（
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
）
な

ど
の
研
究
チ
ー
ム
は
、
小
惑
星
「
リ
ュ
ウ
グ
ウ
」
の
砂
や
石

に
水
が
含ふ

く

ま
れ
て
い
た
と
発
表
し
た
。
地
球
の
海
の
起
源
や
、

初
期
の
太
陽
系け

い

の
様
子
を
知
る
手
が
か
り
に
な
る
成
果
だ
。

の
母
天
体
が
分ぶ

ん

裂れ
つ

し
て
今
の
形

に
な
っ
た
と
さ
れ
る
。
太
陽
系

誕
生
か
ら
５
０
０
万
年
後
の
時

点
で
、
母
天
体
の
温
度
は
約
40

度
で
、
液え

き

体た
い

の
水
が
存そ

ん

在ざ
い

し
て



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ＜解答編＞ 

 

 

 

 

 

①の地球を特徴づける物質とは、生命や海のもとになるアミノ酸や水のことですね。それが隕石などで運ばれてき

たという説がしょうかいされていますが、④の地球の生き物や海の起源がリュウグウだとまでは書かれていません。 

 

二つの記事のリード

文に、見つかった物

質が一つずつ書か

れています。リード

文は、文章の最初

にあって文章の内

ようをわかりやすくま

とめた部分ですね。 

①：５・４グラムはリュウグウそのものの重さではなく、リュウグウで採取された砂や石の重さです。②：左の記

事でリュウグウに水があることがわかりますが、海があるかまではわかりません。他の小惑星に海があるかどうかも、

書かれていないため、わかりません。③：はやぶさ２は 2020年 12月に地球に帰ってきました。④：右の記

事の最後に「帰還後に混入した可能性は低い」と書いてあります。 

ア ミ ノ 酸  水  

×

△
〇×

 

①  



 

 

 

 

 

 

 

 

読んでみよう！ 

◆ミー太郎のおすすめ記事 

 

 

 

 

 

 

 

（２０２２年６月３０日 読売新聞朝刊より） 

「はやぶさ２」は今も、遠い宇宙
う ち ゅ う

を旅しているのですね。 

次の活躍
か つ や く

が楽しみです。 


